
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 埼玉県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 花園町立花園小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ３ ４ ４ ４ ４ ２ ２５
３４

140 108 122 137 133 127 8 775児童数

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力の向上のための個に応じた指導法の研究
－算数科 ＴＴ・少人数指導・習熟度別グループ指導、理科等一部教科担任制を

通して－

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・３年生以上・算数科
児童の理解の状況に差が出やすい教科、学年であるため。

・５・６年生・教科担任制
教員の得意分野を活かして、授業改善につなげ、より個に応じた学習を進める
ため

( ) 年次ごとの計画2

平
成
14
年
度

平 ○ テーマ
成 確かな学力の向上のための個に応じた指導法の研究

－算数科 ＴＴ・少人数指導・習熟度別グループ指導、理科等一部教科担任15
年 制を通して－
度 ○ 研究の見通し

少人数指導等きめ細かな指導をすることやより教師の得意分野を活かすこ
とで、一人一人が基礎基本を確実に身につけ、さらに学習の楽しさを知るこ
とができる。それが、自ら学び、自ら考える力を身につけていくことにつな
がるものである。
○ 研究の内容・方法

少人数指導、教科担任制による確かな授業の構築
・少人数指導
ＴＴ、少人数指導の在り方
習熟度別グループ編成の工夫、年間指導計画の見直し
発展学習、補充学習の方法
より的確な評価方法の工夫

・教科担任制
専門性（得意分野）を活かす指導
時間割編成の工夫



平 ○ テーマ
成 確かな学力の向上のための個に応じた指導法の研究

○ 研究の見通し16
年 少人数指導等きめ細かな指導法の研究をさらに進め、より効果的な指導
度 を確立していくと共に、教科担任制のより良い実施方法を検討していく。

○ 研究の内容・方法
・２年目の研究組織・体制の見直し
・よりきめ細かな指導体制の確立
・指導に生かす評価方法の確立
・大規模校における教科担任制の在り方の検討
・教科担任制をより進めるための方策の検討

( ) 研究推進体制3

指導法研究部校長・教頭

校内研究委員会
職員会議 全体研究会

調査・広報推
進部

１ ２ ３ ４ ５ ６
年 年 年 年 年 年

教育システム
改善部

校内研究委員会構成
、 、 、 、校長 教頭 研究主任 研究副主任

少人数指導担当者、各研究部長

・算数科を中心とした指導法の研究（各学年の指導系
指導法研究部 統の明確化）

・習熟度別指導の年間計画
・評価規準、基準の見直し
・各種意識調査の実施、まとめ、考察

調査・広報推進部 ・保護者への啓発
・フロンティア便りの発行
・掲示物（学習環境）の整備
・教科担任制の在り方（時間割編制方法を含め）

教育システム改善部 ・基礎、基本を支える内容の明確化（聞く、話す）
・教材の開発
・補充的学習の在り方
・特別活動を含めた「朝の会・給食時間・帰りの会」
の在り方の工夫



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

成果
（児童）
・アンケートからの結果からもわかるように、少人数・教科担任制とも好きと
いう声が多い。

、 。・朝読書をはじめ 一つのことに集中する姿が多く見られるようになってきた
・学習への取り組みに積極性が見られるようになった。
・発展的な学習への経験から、問題の解き方への広がりが見られるようになっ
てきた。

（教員）
・教材研究等の時間が少なくてすむようになった （教科担任制で）。
・広報活動の結果 「習熟度別グル－プ編成・教科担任制」とも、保護者の理、
解をいただいている。

こ れ か らも少 人 数 で 学 習 し た い で す か ？
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２．今後の課題

（児童の面から）
・施設、設備の関係からどうしても教室移動等が多くなり、児童が忙しい思い
をする。

・コース選択等どうしても児童の自己評価力が必要になる。

（教員の面から）
・個々の教師の「授業力」のアップが必要である。
・打ち合わせの時間等の確保が難しい。
・教材や教具等、グループに合わせた数が必要になってきている。

組織としての教育活動がさらに必要となる。指導体制等含め今までの学校の在
り方を考えていく。

研究の今後の課題・研究の方向性
・少人数指導、習熟度別グループ指導体制の工夫
・児童の自己評価力の育成
・教員の指導力の維持向上と授業評価力の育成

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

教研式全国標準診断的学力検査の実施。
・学力検査のねらい

、 、本年度の指導で 学習内容がどの程度児童に定着しているか実態を把握し
学力向上フロンティアとの兼ね合いも兼ねて、今後の指導に役立てる。
学力向上フロンティアの発表資料の参考とする。
来年度の学級編成の資料とする。

・実施日は、１月１９日（月 。）
・実施教科は、国語と算数の２教科。
・実施学年は、３年生以上。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・北部地区学力向上推進協議会での発表
日時 ３月２日（火）
場所 本庄文化会館
対象 北部教育事務所管内小・中学校教員及び保護者
目的 児童一人一人の実態に応じたきめ細かな指導の充実を図るための実践

研究を推進し、その成果を北部地区内の小中学校に普及することによ
、 「 」 。り 新しい学習指導要領のねらいとする 確かな学力 の向上を図る

・花園小学校のホームページの開設
http://www3.ocn.ne.jp/~hana-e/

・保護者向け「フロンティアだより」の発行



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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